
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

学校名【 春日井市立岩成台西小学校 】 

１ 実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２ 実施対象者 第４年生 ５３名 

第５年生 ４２名 

第６年生 ６２名 

３ 展開の形式 ⑴ 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間  ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

⑵ 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

・ オリンピック・パラリンピック出場者との関わり合いの中で、

オリンピック・パラリンピックに対する関心を高める。 

・ 様々なスポーツについて知ることで、スポーツを楽しむ心を

育てる。 

・ 車いすを体験することにより、障がいをもつ人への理解を深

める。 

５ 取組内容 ⑴ 【4 年生】 

① パラリンピックスポーツについて調べたり、実際に体験し

たりする。【事前指導】 

② パラリンピアン永尾嘉章氏によるパラスポーツ体験 

   内容「車いすリレー」「レース用車いす体験」 

③ 体験を通じて感じたことを振り返る。【事後指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



⑵ 【５・6 年生】 

① シンクロナイズドスイミングについて調べる。【事前指導】 

② 校区在住のオリンピアン松村亜矢子氏による講演 

③ 自分の将来の夢や目標について考える。【事後指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・ オリンピック・パラリンピック出場者の話を聞き、その意義

を知ることで、オリンピック・パラリンピックへの関心を高め

ることができた。 

・ 夢を実現した人から実体験を直接聞くことで、夢をもつこと・

夢をあきらめないことの大切さを学ぶことができた。 

・ 本校の福祉実践教室と連携することで、障がい者への理解が

いっそう深まり、障がい者とのこれからの関わり方について考

えるよい機会となった。 

７ 実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・ パラリンピック出場者の講話を聞く前に、事前指導として

パラリンピックについて調べ学習を行ったことで、関心が高

まった状態で参加することができた。 

・ 校区在住の卒業生でもあるオリンピック出場者を講師とし

て招いたことで、児童もより身近にオリンピックの存在を感

じることができた。 

８ 主な課題等 今回は幸運にも、オリンピック・パラリンピック出場者と交流

することができたが、毎年行うためには、講師を簡単に見付けら

れるような人材バンクなどがあるとよい。 

９ 来年度以降

の実施予定 

・ 毎年第 4 学年の総合的な学習の時間のテーマとして福祉を

扱っているので、今後もパラリンピックについても継続的に取

り扱っていきたい。 

・ 今回の事業を通じて、校区在住のオリンピック出場者と交流

をもつことができたので、今後も講師と日程調整しながら本校

の恒例行事にしていきたい。 

 


